
ぐるっと！関門周遊謎解き 消えたネコの足あと

海事ＦＡＸ短信
ＶＯＬ．487 2025．11.15

国民の祝日「海の日」は、海の恩恵に感謝するとともに海洋国日本の繁栄を願う日です。

日本海事広報協会 出版部

TEL 03-3552-5034
FAX 03-3553-6580
X @kaijipr

ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ @kaiji_pr
フォローお願いします！

月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。

海のイベント情報
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【開催期間】令和7年11月7日（金）～令和8年3月1日（日）
【 】

関門海峡に面した北九州市門司港レトロと下関市を結ぶ関門地域が、冒険の舞台！
このゲームは、美しい海峡の景色やレトロな街並みを巡りながら、仕掛けられたさ

まざまな謎を解き進める体験型のイベントです。

ウォークラリーイベント「ケロっと変えよう、未来の海！」

岐阜県の下呂温泉街では、無料足湯スポットや観光施設など5か所を巡るイベント
「ケロっと変えよう、未来の海！」を開催します。各チェックポイントを回り、キー
ワードを集めると、「湯めぐり手形」が抽選で当たります。まち歩きを楽しみながら、
地域と海のつながりについて考えてみませんか。

【開催期間】令和7年11月14日（金）から11月30日（日）まで
【開催場所】下呂温泉街一帯（JR下呂駅より 徒歩10分）
【 】誰でも可
【 】無料
【お問合せ】（一社）海と日本プロジェクト岐阜 メール：sea-gifu.cfb@zf-web.com

入 場 料

プログラム

【開催場所】関門エリア（門司港・下関）
【 】無料
【お問合せ】関門周遊謎解き運営事務局

Eメール：nekoashiato2025@gmail.com

▽街なかコース（初級）＠北九州市門司港レトロエリア周辺【約 60 ～120分】
▽大自然コース（中級）＠下関港～和布刈エリア 【約120～180分】

参 加 料

対 象 者

第45回 小学生船舶模型工作展

琴平海洋博物館では、香川県の小学生たちが夏休み期間中に制作した作品を一同に
展示する工作展が開催中です。県内の小学校19校から応募があった計194点の作品数の
中から、1年生～3年生（低学年の部）と、4年生～6年生（高学年の部）に分けて審査。
各部門より四国運輸局長賞・高松海上保安部長賞・琴平海洋会館会長賞が6点選ばれた
他、審査員特別賞2点・準優秀賞9点・奨励賞15点・努力賞37点が選ばれました。
【開催期間】令和7年12月7日（日）まで
【開館日および開催時間】9：00～17：00（入館は16：30まで）※年中無休
【入場料】大人 500円/中学生・高校生 350円/小学生 250円
【お問合せ】琴平海洋博物館（海の科学館） TEL： 0877-73-3748

※謎解きキットがなくなり次第終了



＊配信停止またはFAX番号の変更をご希望の場合は、下記にご記入の上、FAX（03-3553-6580）にてお知らせくださ
い。
FAXが誤って届いている場合も同様にお知らせください。

2026世界の帆船カレンダーを販売 
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□配信停止・誤送信（いずれかに○をつけてください。） □番号変更

社名・団体名（ ） 社名・団体名
（ ）

間違番号 （ ） 変更番号
（ ）

海のニュース
2025年度 船員計画雇用促進支援助成金について【令和8年2月15日（日）まで】

日本海事広報協会からのお知らせ

当協会にて毎年制作しております「世界の
帆船カレンダー」が好評発売中です。
表紙を飾る「日本丸」を筆頭に、ベネズエ

ラの「サイモン・ボリバー」やドイツの「ゴ
ルヒ・フォック」、ポルトガルの「サグレ
ス」など、勇壮な世界の帆船を収録していま
す。
表紙を含めて全７枚つづり、Ａ２判（610

ミリ×425ミリ）。ご予約・ご注文はFAXま
たはメールで受け付けております。

【お問合せ】（公財）日本海事広報協会 出版部
TEL:03-3552-5034 FAX:03-3553-6580 E-mail: calendar@kaijipr.or.jp
*2次元コードから、上記メールアドレスを読み取ることができます。

販売価格 1,600円（本体1,455円、消費税145円）・送料別

機関誌と海事資料の紹介

海上保安新聞 2025年11月5日号
＜巻頭＞「無から有に」無我夢中の日々

  創設OBら特救隊の歴史語る
公益財団法人海上保安協会  03-3297-7580

港湾 No.102 2025年10月号
＜特集＞カーボンニュートラルポート最前線

公益社団法人日本港湾協会 03-5549-9575

CAJS会報 2025年10月 No.445

＜ﾄﾋﾟｯｸｽ＞海運の脱炭素化に向けて中小造工ﾒﾝ
ﾊﾞｰはどんな船を造ればよいのか
一般社団法人日本中小造船工業会  03-3502-2965

季刊水路215 Vol.54 No.3
＜歴史＞ﾏﾗｯｶ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ海峡の水路調査（2）

一般財団法人日本水路協会  03-6880-7070

日本船員雇用促進センター（SECOJ）は、内航船員の高齢化による人材不足に対
応し、次世代を担う船員の確保・育成を図るため、「船員計画雇用促進支援助成
金」を支給しています。今年度も11月15日（土）から申請受付を開始します。

2025年度の変更点は、①支給対象者に40歳未満の船員経験者（最後の乗船から3
年の期間が経過している者）を追加、②女性船員の支給額を増額 の2点です。

【問合せ】（一財）日本船員雇用促進センター（SECOJ） 雇用促進部
TEL：03-3523-5991  Eメール：kunren@secoj.com
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